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年
明
け
の
１
月
12
日
、
シ
ャ

ル
ル
・
ミ
シ
ェ
ル
欧
州
理

事
会
議
長（
Ｅ
Ｕ
大
統
領
）

は
本
年
６
月
１
日
に
モ
ル
ド
ヴ
ァ
の
首

都
キ
シ
ナ
ウ
で
第
２
回
欧
州
政
治
共
同

体
（
Ｅ
Ｐ
Ｃ
）
の
首
脳
会
議
の
開
催
が

決
定
し
た
と
発
表
し
た
。

　

Ｅ
Ｐ
Ｃ
は
新
た
な
欧
州
の
対
話
枠
組

み
だ
。
そ
れ
は
昨
年
２
月
に
始
ま
っ
た

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
長
期
化

す
る
中
で
誕
生
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新

た
な
結
束
を
促
す
試
み
で
あ
り
、
そ
の

参
加
国
の
数
か
ら
し
て
こ
れ
ま
で
に
な

い
枠
組
み
の
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
第

三
次
世
界
大
戦
勃
発
の
引
き
金
と
も
な

り
か
ね
な
い
と
い
う
欧
州
首
脳
が
共
有

す
る
不
安
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｐ
Ｃ
に
つ
い
て
の
報
道
は
日
本
で

は
小
さ
か
っ
た
が
、
そ
の
重
要
性
は
存

外
に
大
き
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
昨
年

10
月
６
日
、
下
半
期
の
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）議
長
国
チ
ェ
コ
の
首
都
プ
ラ
ハ
で
、

Ｅ
Ｕ
27
か
国
に
加
え
て
西
バ
ル
カ
ン
・

南
コ
ー
カ
サ
ス
諸
国
、
英
国
・
ト
ル
コ

な
ど
欧
州
44
カ
国
の
国
家
元
首
が
一
堂

に
会
し
、「
欧
州
政
治
共
同
体
（
Ｅ
Ｐ

Ｃ
）」
が
発
足
し
た
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
は
ビ
デ
オ
参
加

し
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
の
不
当
を
非
難
し

た
が
、
そ
の
一
方
で
ロ
シ
ア
と
ベ
ラ
ル

ー
シ
は
招
待
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

Ｅ
Ｐ
Ｃ
は
昨
年
５
月
に
マ
ク
ロ
ン
仏

大
統
領
が
欧
州
議
会
で
提
起
し
た
こ
と

が
そ
の
直
接
の
出
発
点
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、
６
月
に
仏
独
伊
ル
ー
マ

ニ
ア
首
脳
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
訪
問
、
そ

の
際
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
自
分
た
ち
の

「
家
族
の
一
員
」
と
呼
び
、そ
の
Ｅ
Ｕ
加

盟
を
支
持
し
た
が
、
実
際
の
Ｅ
Ｕ
加
盟

は
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
そ
れ

ま
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
含
む
別
の
枠
組
み

が
必
要
で
は
な
い
か
、
と
い
う
マ
ク
ロ

ン
の
提
唱
に
よ
っ
て
実
現
し
た
の
が
Ｅ

Ｐ
Ｃ
だ
。

ロ
シ
ア
は
排
除

　

Ｅ
Ｐ
Ｃ
の
第
一
の
特
徴
は
ロ
シ
ア
の

排
除
だ
。
独
仏
は
歴
代
政
権
と
同
様
に

ロ
シ
ア
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
員
と
み
な

す
こ
と
に
積
極
的
で
あ
り
、
14
年
ロ
シ

ア
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
併
合
時
に
も
ロ
シ

ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
に
独
仏
は
な
か

な
か
重
い
腰
を
上
げ
よ
う
と
は
し
な
か

っ
た
。
そ
の
独
仏
が
対
露
姿
勢
を
変
化

さ
せ
て
い
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
社
と
の
結

び
つ
き
や
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
ノ
ル

ド
ス
ト
リ
ー
ム
２
の
開
発
を
通
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
面
で
の
ド
イ
ツ
の
対
露
依
存

度
の
高
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と

だ
。
一
昨
年
成
立
し
た
シ
ョ
ル
ツ
独
政

権
は
防
衛
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
へ
の
増
額

や
シ
ビ
リ
ア
ン
分
野
で
の
支
援
だ
っ
た

こ
れ
ま
で
の
方
針
を
変
え
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
兵
器
供
与
を
決
め
た
。
閣
内
に

対
露
強
硬
派
の
緑
の
党
と
自
由
党
を
要

し
、
ベ
ー
ア
ボ
ッ
ク
緑
の
党
首
を
外
相

に
起
用
し
た
と
こ
ろ
か
ら
対
露
協
調
路

線
を
変
更
し
て
い
っ
た
。
１
９
６
０
年

代
ブ
ラ
ン
ト
外
相
時
代
の
下
で
開
始
さ

れ
、
冷
戦
終
結
の
道
筋
を
つ
け
た
と
ド

イ
ツ
人
が
自
負
す
る「
東
方
政
策（「
東

側
諸
国
に
接
近
し
て
変
え
て
い
く
」
緊

張
緩
和
政
策
の
ひ
と
つ
）」の
大
き
な
政

策
転
換
で
も
あ
る
。

　

マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領
は
19
年
８
月
に

は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
自
分
の
別
荘
に

招
き
、
ロ
シ
ア
の
主
要
先
進
国
会
議
へ

の
復
帰
を
支
持
、
９
月
に
は
ロ
シ
ア
に

「
欧
州
安
全
保
障
機
構
」設
立
を
呼
び
か

け
、
ロ
シ
ア
を
含
む
欧
州
安
全
保
障
体

制
を
模
索
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
直
前
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
対
露

譲
歩
を
提
案
し
、
そ
の
後
の
対
露
宥
和

的
姿
勢
は
ゼ
レ
ン
ス
キ—

大
統
領
と

の
摩
擦
を
生
ん
だ
。
そ
う
し
た
中
で
マ

ク
ロ
ン
が
Ｅ
Ｐ
Ｃ
発
足
の
提
案
を
決
断

44
カ
国
の
元
首
が
一
堂
に
会
す

欧
州
の
結
束
へ
新
た
な
枠
組
み

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
機
に
、
欧
州
結
束
へ
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
英
国
、
ト
ル
コ
も
含
め
た
新
た
な
政
治
共
同
体

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

渡わ
た
な
べ邊　

啓ひ
ろ
た
か貴 

（
帝
京
大
学
教
授
）

2022年10月6日、チェコ・プラハでの
初会合に44カ国の元首が勢ぞろいした

補正待ち
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し
た
の
は
ブ
チ
ャ
で
の
ロ
シ
ア
軍
に
よ

る
大
殺
戮
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
か
ら
の

こ
と
で
あ
っ
た
み
ら
れ
る
。

　

昨
年
秋
か
ら
は
独
仏
両
国
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
支
援
を
強
化
さ
せ
た
。

12
月
13
日
に
は
パ
リ
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支

援
に
向
け
た
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、

日
本
を
含
む
47
カ
国
と
24
の
国
際
機
関

か
ら
約
70
人
が
参
加
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、

水
道
、
食
糧
、
医
療
、
輸
送
の
五
つ
の

主
要
イ
ン
フ
ラ
に
総
額
10
億
ユ
ー
ロ
を

超
え
る
支
援
を
約
束
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
軍
事
的
支
援
に
よ
る
貢

献
の
低
さ
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
早

い
段
階
で
の
「
カ
エ
サ
ル
自
走
砲
」
供

与
後
、
昨
年
中
盤
に
な
っ
て
装
甲
戦
闘

車
両
（
Ａ
Ｆ
Ｖ
）
や
大
量
の
「
Ｖ
Ａ
Ｂ
」

装
甲
兵
員
輸
送
車
（
Ａ
Ｐ
Ｃ
）、12
月
終

盤
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ル
コ
ル
ニ
ュ
軍

需
相
は
初
め
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
訪
問

し
、
防
空
シ
ス
テ
ム
・
ク
ロ
タ
ー
ル
砲

２
門
の
供
与
と
２
億
ユ
ー
ロ
の
基
金
に

よ
る
軍
事
支
援
な
ど
を
約
束
し
た
。
そ

の
背
景
に
は
国
際
世
論
の
批
判
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
徹
底
抗
戦
の
強
い
意
思
が
あ

っ
た
。

　

歴
史
的
に
シ
ビ
リ
ア
ン
分
野
で
の
支

援
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
は
、
軍

事
費
を
24
年
ま
で
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
（
現

行
１
・
４%

程
度
）
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
を
約
束
、
多
連
装
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

シ
ス
テ
ム
「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

Ⅱ
」 

、
防
空
シ

ス
テ
ム
「
Ｉ
ｒ
ｉ
ｓ

─

Ｔ 

Ｓ
Ｌ
Ｍ
ミ
サ

イ
ル
」 

、
携
帯
防
空
シ
ス
テ
ム
「
ス
テ

ィ
ン
ガ
ー
」 

５
０
０
発 

、
携
帯
防
空
シ

ス
テ
ム
「
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
」 

２
７
０
０

発 
、
対
戦
車
火
器
１
０
０
０
発
ほ
か
、

Ｍ
Ｒ
Ａ
Ｐ
全
面
防
弾
装
甲
車
「
デ
ィ
ン

ゴ
」 

50
両
の
配
備
な
ど
を
決
定
し
た
。

　

し
か
し
Ｅ
Ｐ
Ｃ
の
こ
の
時
期
の
設
立

は
、
そ
う
し
た
防
衛
強
化
の
風
潮
の
中

で
も
対
話
の
姿
勢
は
決
し
て
失
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
欧
州
の
姿
勢
を
示
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
二
十
世
紀
の

二
つ
の
世
界
大
戦
は
そ
の
大
い
な
る
教

訓
だ
っ
た
。

　

ま
ず
、
Ｅ
Ｐ
Ｃ
は
Ｅ
Ｕ
拡
大
の
枠
組

み
で
は
な
い
。
ト
ル
コ
、モ
ル
ド
ヴ
ァ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
候
補
国

も
含
ま
れ
る
の
で
加
盟
準
備
の
意
味
が

全
く
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
意

味
は
小
さ
い
。
ロ
シ
ア
・
ペ
ラ
ル
ー
シ

が
招
集
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
は

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ（
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構
）

と
は
異
な
り
、
ま
た
ト
ル
コ
・
英
国
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
Ｅ
Ｕ
の
枠

組
み
も
超
え
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
も

違
い
米
国
は
入
っ
て
い
な
い
。

　

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
Ｅ
Ｐ
Ｃ
の
主
要

領
域
と
し
て
、
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
②
青

年
交
流
、
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
な

ど
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
「
接

続
性
」、④
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

を
挙
げ
た
。
接
続
性
に
関
し
て
は
、
Ｅ

Ｕ
は
一
昨
年
12
月
、
中
国
の
「
一
帯
一

路
」
に
対
抗
し
て
、
新
た
に
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
構
想
」
を
提
唱

し
た
。
つ
ま
り
Ｅ
Ｐ
Ｃ
は
直
接
的
な
軍

事
防
衛
で
は
な
く
、
非
軍
事
的
集
団
安

全
保
障
体
制
の
た
め
の
広
範
な
領
域
を

含
む
「
政
治
対
話
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
あ

る
。
あ
く
ま
て
せ
も
そ
れ
以
上
の
も
の

で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
英
国
や
ポ

ー
ラ
ン
ド
な
ど
は
消
極
的
な
見
方
だ
。

冷
戦
終
結
後
の
原
点
に
回
帰

　

し
か
し
即
効
的
な
具
体
的
成
果
は
な

く
と
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
長
期
化

し
、
欧
州
安
全
保
障
体
制
が
風
雲
急
を

告
げ
る
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
政
治
対
話

の
枠
組
み
が
発
足
し
た
こ
と
に
大
き
な

意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り

Ｅ
Ｐ
Ｃ
は
不
安
定
間
欧
州
情
勢
の
中
で

各
国
の
結
集
を
改
め
て
確
認
す
る
意
味

が
あ
っ
た
。
も
と
も
と
冷
戦
終
結
後
西

欧
諸
国
の
欧
州
秩
序
観
は
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
を

中
心
と
す
る
ロ
シ
ア
を
含
む
集
団
安
全

保
障
体
制
の
構
築
に
あ
っ
た
。
冷
戦
終

結
の
直
接
の
切
掛
け
と
な
っ
た
の
は
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
の
「
欧
州
共
通

の
家
」
の
主
張
だ
っ
た
。
そ
れ
が
１
９

９
０
年
代
半
ば
以
後
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
欧

拡
大
が
急
が
れ
る
中
で
、
集
団
防
衛
体

制
の
強
化
の
議
論
に
す
り
替
わ
っ
て
い

っ
た
。
つ
ま
り
信
頼
醸
成
措
置
や
法
制

度
の
強
化
で
敵
対
関
係
を
作
ら
な
い
集

団
安
保
体
制
で
は
な
く
、
敵
対
関
係
を

前
提
と
す
る
味
方
同
士
の
防
衛
体
制

（
同
盟
）強
化
へ
と
議
論
の
重
心
が
移
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。「
力
に
よ
る
秩
序
の

変
更
」を
許
さ
な
い
た
め
の「
外
交（
対

話
）に
よ
る
平
和
」の
論
法
で
は
な
く
、

「
力
に
よ
る
平
和
」の
論
法
に
な
っ
て
い

っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
Ｅ
Ｐ
Ｃ
は
冷
戦

終
結
時
の
原
点
を
回
帰
さ
せ
る
こ
と
で

も
あ
る
。

　

プ
ラ
ハ
の
Ｅ
Ｐ
Ｃ
会
合
で
は
、
キ
プ

ロ
ス
問
題
で
対
立
す
る
ト
ル
コ
と
ギ
リ

シ
ャ
の
代
表
で
あ
る
エ
ル
ド
ゥ
ア
ン
大

統
領
と
ミ
ツ
ォ
タ
キ
ス
首
相
、
ナ
ゴ
ル

ノ
カ
ラ
バ
フ
紛
争
の
当
事
者
で
あ
る
ア

ル
メ
ニ
ア
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
コ

ソ
ボ
と
セ
ル
ビ
ア
な
ど
の
対
立
国
の
元

首
が
同
席
し
、
実
際
マ
ク
ロ
ン
大
統
領

と
ミ
シ
ェ
ル
欧
州
理
事
会
議
長
（
Ｅ
Ｕ

大
統
領
）
の
肝
い
り
で
、パ
シ
ニ
ャ
ン・

ア
ル
メ
ニ
ア
首
相
と
ア
リ
エ
フ
・
ア
ゼ



ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
大
統
領
の
間
で
の
仲
裁

工
作
も
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら

の
交
渉
が
容
易
で
な
く
、
い
ず
れ
の
交

渉
も
前
進
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ

で
も
対
話
の
枠
組
み
を
維
持
し
続
け
る

こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

　

11
月
15
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ

で
開
か
れ
た
Ｇ
20 
サ
ミ
ッ
ト
の
際
に
、

マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領 
と
中
国
の
習
近

平
国
家
主
席
と
の
中
仏
２
国
間
会
談
が

行
わ
れ
、
そ
こ
で
も
マ
ク
ロ
ン
大
統
領

は
習
氏
に
対
し
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ

ー
チ
ン
露
大
統
領
を
停
戦
の
た
め
の

「
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
戻
さ
せ
る
」よ
う

に
働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

交
渉
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
決
裂
か

ら
戦
争
へ
の
道
を
回
避
す
る
方
途
で
も

あ
る
か
ら
だ
。「
力
に
よ
る
平
和
」は
い

ず
れ
力
の
報
復
の
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
欧
州
諸
国
は
防
衛
強
化
を
指
示
す

る
一
方
で
「
対
話
に
よ
る
平
和
」
の
道

を
模
索
す
る
。
理
想
論
で
は
あ
る
が
、

政
治
的
・
外
交
的
交
渉
こ
そ
が
今
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。「
外
交
」
の
復
権
だ
。

そ
れ
は
欧
州
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。 

 


